
石原進ＪＲ九州会長

ごあいさつ

速
達
性
、
利
便
性
に
磨
き
か
け
て

　
平
素
よ
り
Ｊ
Ｒ
九
州
を
ご
利

用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
は
本
年
３
月

日
を
も
ち
ま
し
て
開
業

周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
、

お
客
さ
ま
を
は
じ
め
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
ご
愛
顧
の
た
ま

も
の
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
は
、
１
９
７
３

年

月
に
整
備
計
画
が
決
定
さ

れ
て
か
ら

年
の
月
日
を
経

て
、
２
０
０
４
年
３
月

日
に

新
八
代
―
鹿
児
島
中
央
間
が
開

業
し
ま
し
た
。
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
九

州
に
と
っ
て
新
幹
線
の
開
業
は

悲
願
で
あ
り
、
開
業
の
日
に
各

駅
で
行
わ
れ
た
盛
大
な
出
発
セ

レ
モ
ニ
ー
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。

　
九
州
新
幹
線
第
一
期
開
業
に

よ
り
、
博
多
―
鹿
児
島
中
央
間

の
所
要
時
間
は
３
時
間

分
か

ら
２
時
間

分
に
短
縮
さ
れ
、

新
八
代
―
鹿
児
島
中
央
間
の
一

日
平
均
乗
車
人
員
は
、
開
業
前

の
３
９
０
０
人
が
開
業
後
に
は

８
８
０
０
人
と
約
２
・
３
倍
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

年

の
全
線
開
業
後
は
所
要
時
間
が

１
時
間

分
と
な
り
、
一
日
平

均
乗
車
人
員
は
、
開
業
前
の
３

・
６
倍
の
１
万
４
０
０
０
人
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

新
幹
線
開
業
は
当
社
の
み
な
ら

ず
地
域
の
発
展
に
大
変
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
九
州
新
幹
線
の
効
果
を
在
来

線
に
も
波
及
さ
せ
る
た
め
、
開

業
と
同
時
に
南
九
州
に
お
い
て

「
い
さ
ぶ
ろ
う
・
し
ん
ぺ
い
」

人
吉
―
吉
松
間

「
は
や
と

の
風
」

吉
松
―
鹿
児
島
中
央

間

な
ど
の
新
た
な
観
光
列
車

の
運
行
を
開
始
し
、
そ
の
後
は

熊
本
―
人
吉
間
に
「
Ｓ
Ｌ
人

吉
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
列
車
は
現
在
で
も
人
気
の

高
い
観
光
列
車
で
あ
り
、
多
く

の
お
客
さ
ま
が
九
州
に
お
越
し

に
な
る
動
機
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
沿
線
で
は
、
そ
の
土
地
な

ら
で
は
の
お
も
て
な
し
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
誠

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
九
州
新
幹
線
は
当
社
の
鉄
道

事
業
を
大
き
く
成
長
さ
せ
、
九

州
各
地
を
元
気
に
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
安
全
安
定
輸
送
を

心
が
け
、
新
幹
線
の
持
つ
速
達

性
、
利
便
性
に
磨
き
を
か
け
、

よ
り
魅
力
的
な
新
幹
線
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

今
後
と
も
九
州
新
幹
線
を
ご
愛

顧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
き
ょ
う

日
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
九
州
新
幹
線
が
、
２
０
０
４
年
３
月

日
の
新
八
代
―
鹿
児
島
中
央
で
の
「
つ
ば

め
」
の
開
業
か
ら
数
え
て

年
の
節
目
の
日
を
迎
え
た
。
九
州
新
幹
線
は

年
の
間
に
「
九
州
を
代
表
す
る
顔
」

に
ま
で
成
長
。
西
日
本
を
中
心
に
国
内
は
も
と
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
広
域
な
地
域
か
ら
の
顧

客
誘
致
に
成
功
し
て
お
り
、
観
光
利
用
を
筆
頭
に
九
州
地
区
全
体
の
経
済
活
性
化
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
存

在
と
な
っ
た
。
同
社
は
「
長
崎
ル
ー
ト
」
で
の
延
長
工
事
を
進
め
て
お
り
、
九
州
新
幹
線
の
さ
ら
な
る
利
便
性
と

安
全
性
向
上
に
向
け
た
努
力
を
不
断
に
続
け
て
い
る
。

観
光
客
に
高
い
人
気
経
済
活
性
化
大
き
な
役
割

伝統の織り技術を座席シートに採用

長
崎
ル
ー
ト
延
長
へ
　
感
性
に
訴
え
る
新
型
車
両
８
０
０
系

３月いっぱい運行中のさくらラッピング新幹線

九州新幹線開業１０周年

疾走する九州新幹線の新型 系

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ３月１３日 木曜日 　　

　
九
州
新
幹
線
は
現
在
の
、

博
多
か
ら
鹿
児
島
中
央
に
至

る
鹿
児
島
ル
ー
ト
だ
け
で
は

な
い
。
こ
れ
は
整
備
新
幹
線

と
し
て
佐
賀
県
か
ら
長
崎
県

ま
で
の
「
長
崎
ル
ー
ト
」
の

工
事
が
進
行
し
て
い
る
も
の

で
、
２
０
１
４
年
度
の
政
府

当
初
予
算
案
の
中
に
も
３
１

０
億
円
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　
こ
の
「
長
崎
ル
ー
ト
」

は
、
新
鳥
栖
か
ら
、
佐
賀
・

武
雄
温
泉
・
新
大
村
・
諫
早

な
ど
を
経
て
、
最
終
的
に
は

長
崎
ま
で
を
結
ぶ
計
画
だ
。

こ
の
う
ち
武
雄
温
泉
と
長
崎

の
間
は

年
か
ら
着
工
さ
れ

て
お
り
、

年
度
に
開
業
す

る
予
定
だ
。
こ
れ
で
九
州
は

「
東
西
」
も
新
幹
線
で
結
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
。
既
に
全

線
開
業
し
た
博
多

鹿
児
島

中
央
間
が
好
調
に
推
移
し
て

地
元
に
根
付
き
、
経
済
効
果

も
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
地
元

を
中
心
に
関
係
者
の
早
期
開

業
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

　
九
州
を
南
北
に
直
結
す
る

大
動
脈
で
あ
る
九
州
新
幹
線

の
「
胎
動
」
は
、
旧
国
鉄
当

時
の
１
９
７
３
年

月
に
整

備
計
画
決
定
、
運
輸
相

現

国
土
交
通
相

が
建
設
の
開

始
を
指
示
し
た
こ
と
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
。

　

年
に
は
国
鉄
が
博
多
―

鹿
児
島
中
央
ま
で
の
鹿
児
島

ル
ー
ト
の
認
可
申
請
を
提

出
。
そ
の
後
同
社
の
分
割
民

営
化
を
経
て
、

年
４
月
に

Ｊ
Ｒ
九
州
が
発
足
。
同
社
が

運
行
管
理
す
る
こ
と
で
、
建

設
事
業
費
４
４
５
０
億
円
に

関
す
る
国
・
地
元
そ
れ
ぞ
れ

で
の
負
担
調
整
作
業
が
決
着

し
た
後
、

年
８
月
に
正
式

に
着
工
認
可
が
下
り
た
。
同

年
９
月
に
起
工
式
が
鹿
児
島

県
内
で
行
わ
れ
、

年
間
の

工
事
を
経
て
、
２
０
０
４
年

３
月

日
に
新
八
代

熊
本

県

―
鹿
児
島
中
央

鹿
児

島
県

で
「
つ
ば
め
」
が
走

る
部
分
開
業
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
そ
の
当
時
、
新
八
代
駅

で
乗
客
が
在
来
線
に
乗
り
換

え
る
新
幹
線
リ
レ
ー
号
も
話

題
を
呼
ん
だ
。

　
こ
の
部
分
開
業
当
時
か
ら

利
用
者
か
ら
の
人
気
は
高

く
、
開
業
１
カ
月
で

万
３

０
０
０
人
、
１
年
で
３
２
２

万
人
に
達
し
た
ほ
か
、
開
業

か
ら
１
１
０
１
日
目
の

年

３
月
に
は
「
つ
ば
め
」
の
累

計
利
用
数
が
１
０
０
０
万
人

を
突
破
し
た
。

　

年
３
月

日
に
は
博
多

―
新
八
代
ま
で
が
開
通
し
た

こ
と
で
、
博
多
―
鹿
児
島
中

央
間

総
延
長

２
５
６

が
新
幹
線
で
つ
な
が
っ

た
。
全
線
開
業
当
時
の
盛
り

上
が
り
は
、
地
元
九
州
各
地

の
人
々
が
大
変
な
規
模
で
出

演
し
た
こ
と
で
話
題
と
な
っ

た
Ｃ
Ｍ
か
ら
も
う
か
が
わ
れ

る
。

こ
の
Ｃ
Ｍ
は
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
、
す
ぐ
に

残
念
な
が
ら
お
蔵
入
り
と
な

っ
た
。

　
こ
の
全
線
開
業
時
、
九
州

新
幹
線
の
新
型
８
０
０
系
の

名
称
に
、
新
た
に
「
さ
く

ら
」
が
加
わ
っ
た
。
最
高
時

速
が
２
６
０

で
、
所
要

時
間
は
上
り
・
下
り
と
も

に
、
博
多
―
鹿
児
島
中
央
間

が
最
速
で
１
時
間

分
の
短

時
間
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
全
線
開
業
と
同
時
に

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
Ｊ
Ｒ
九
州
が

共
同
開
発
し
た
Ｎ
７
０
０
系

「
さ
く
ら
」
「
み
ず
ほ
」
が

デ
ビ
ュ
ー
。
関
西
圏
と
九
州

最
南
部
ま
で
、
新
大
阪
駅
か

ら
鹿
児
島
中
央
駅
ま
で
の
直

通
乗
り
入
れ
が
実
現
し
た
。

「
み
ず
ほ
」
に
よ
る
、
新
大

阪
と
鹿
児
島
中
央
で
の
所
要

時
間
は
最
速
な
ら
ば
３
時
間

分
、
新
大
阪
と
熊
本
は
同

２
時
間

分
。
そ
の
速
さ
と

快
適
さ
か
ら
観
光
客
の
み
な

ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ー
ス

で
の
需
要
も
強
い
。

　
沿
線
各
地
に
点
在
す
る
多

く
の
、
九
州
な
ら
で
は
の
観

光
地
の
魅
力
も
大
き
い
。
熊

本
城
や
桜
島
は
、
そ
の
代
表

的
な
事
例
だ
ろ
う
。
前
者
は

４
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
を

誇
る
名
城
。
建
立
し
た
加
藤

清
正
の
令
名
は
今
も
高
く
、

「
武
者
返
し
」
と
呼
ば
れ
る

独
特
な
作
り
の
石
垣
り
も
人

気
。
後
者
は
、
今
な
お
噴
火

が
絶
え
な
い
活
火
山
。
そ
の

雄
大
な
姿
か
ら
鹿
児
島
を
代

表
す
る
景
勝
地
で
あ
る
。
そ

の
名
前
の
通
り
も
と
も
と
は

島
だ
っ
た
も
の
が
、
１
９
１

４
年
に
起
き
た
噴
火
で
大
隅

半
島
と
陸
続
き
と
な
っ
て
お

り
、
錦
江
湾
に
浮
か
ぶ
東
西

約

、
南
北
約

の
半
島
で
あ
る
。

　
ほ
か
に
も
熊
本
県
な
ら

ば
、
沿
岸
風
景
に
秀
で
て
い

る
八
代
海
も
人
気
が
高
い
と

い
う
。
　

　
新
幹
線
の
車
両
と
い
え
ば

東
海
道
新
幹
線
Ｎ
７
０
０
系

や
東
北
新
幹
線
Ｅ
４
系
・
Ｅ

５
系
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
さ
ら
な
る
高
速
化
に

向
け
た
機
能
的
な
外
観
デ
ザ

イ
ン
が
す
ぐ
に
浮
か
ぶ
。
し

か
し
九
州
新
幹
線
が
採
用
し

た
８
０
０
系
車
両
は
、
外

観
部
の
基
本
カ
ラ
ー
で
あ
る

赤
と
白
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
違

い
、
乗
客
の
感
性
に
訴
え
た

デ
ザ
イ
ン
で
人
気
が
高
い
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
８
０
０
系
の

製
作
に
当
た
り
、
ア
ー
ト
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
で

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
水
戸

岡
鋭
治
氏
を
起
用
。
イ
ン
テ

リ
ア
部
で
は
、
新
幹
線
車
両

で
初
め
て
木
製
パ
ー
ツ
を
採

用
し
た
こ
と
も
、
産
業
界
か

ら
は
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
木

製
パ
ー
ツ
の
採
用
は
見
た
目

に
も
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
優

し
く
、
柔
ら
か
な
色
彩
基
調

と
な
り
、
新
幹
線
で
は
従
来

一
貫
し
て
、
機
能
性
追
求
が

主
流
と
見
て
い
た
鉄
道
関
係

者
へ
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。

　
例
え
ば
座
席
シ
ー
ト
。
伝

統
の
織
り
技
術
に
よ
る
布
地

と
本
革
の
構
成
で
乗
客
を
飽

き
さ
せ
な
い
シ
ー
ト
展
開
。

シ
ー
ト
は
６
種
類
を
用
意
し

ど
の
シ
ー
ト
に
座
っ
て
も
、

く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
を
味
わ
え

る
。
窓
に
あ
る
ブ
ラ
イ
ン
ド

に
も
注
目
し
た
い
。
九
州
山

地
の
山
桜
の
模
様
が
陽
光
を

和
ら
げ
る
木
製
ロ
ー
ル
ブ
ラ

イ
ン
ド
を
採
用
。
窓
下
テ
ー

ブ
ル
は
ブ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
製
、

木
製
の
ラ
ゲ
ッ
ジ
ラ
ッ
ク
も

あ
り
、
木
が
本
来
持
っ
て
い

る
ぬ
く
も
り
を
十
分
に
生
か

し
た
エ
コ
ロ
ジ
ー

環
境
配

慮

な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

た
。
　

　
デ
ッ
キ
部
も
見
逃
せ
な

い
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

九
州
の
大
地
が
照
葉
樹
林
が

か
が
や
く
地
域
で
あ
る
こ
と

や
、
そ
の
海
は
東
シ
ナ
海
の

波
が
打
ち
寄
せ
る
こ
と
を
背

景
に
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

の
営
み
が
創
る
伝
統
の
技
を

生
か
し
て
い
る
。
洗
面
室
に

あ
し
ら
わ
れ
た
八
代
い
草
の

「
縄
の
れ
ん
」
は
、
ほ
ん
の

一
例
だ
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は

日
ま
で
の
１
カ
月
、
開
業

周
年
記
念
を
記
念
し
た
春
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
車

両
に
「
さ
く
ら
」
の
花
び
ら

と
「
卒
業
式
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
た

「
さ
く
ら
ラ
ッ
ピ
ン
グ
新
幹

線
」
を
、
１
編
成

６
両

を
運
行
中
。
九
州
で
の
春
の

到
来
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
利
用
者
へ

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。


